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(57)【要約】
　本発明は、回転電気機械のロータのためのロータ本体
に関し、そのロータ本体は、周囲にわたって分配される
ように配置された、軸方向の形で延びる複数のロータ歯
と、前記ロータ歯間に配置されるロータのロータ巻線の
1つの導体区間を各々の場合で受け入れるための軸方向
に延びる受け入れスロットとを有し、少なくとも1つの
スロットが、少なくとも1つのロータ歯の少なくとも1つ
の径方向の側壁に配置され、前記スロットは、前記ロー
タ本体の端側から、ロータ本体のあらかじめ定められた
小区間にわたって少なくとも部分的に軸方向に延びる少
なくとも1つの軸方向のスロット区間と、軸方向のスロ
ット区間と連通するように軸方向のスロット区間に連結
され、軸方向のスロット区間から、ロータ本体の外殻表
面へと少なくとも部分的に径方向に延びる少なくとも1
つの径方向のスロット区間と、を有する。
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【特許請求の範囲】
【請求項１】
　回転電気機械のロータのためのロータ本体(1)であって、
　周方向に分配されるように配置された、軸方向に延びる複数のロータ歯(2)を有し、そ
れらの間に前記ロータのロータ巻線の導体区間(5)を各々の場合に収容するための軸方向
に延びる位置決めスロット(3)が配置され、少なくとも1つの溝(11)が、少なくとも1つの
ロータ歯(2)の少なくとも1つの径方向の側壁に配置され、前記溝は、前記ロータ本体(1)
の端面(13)から前記ロータ本体(1)の所定の小区間にわたって少なくとも部分的に軸方向
に延びる少なくとも1つの溝区間(12)を有し、且つ
　前記溝は、前記軸方向の溝区間(12)に連通するように連結されて前記軸方向の溝区間(1
2)から前記ロータ本体(1)の外殻表面(15)に向かって少なくとも部分的に径方向に延びる
少なくとも1つの径方向の溝区間(14)を有するロータ本体(1)。
【請求項２】
　前記ロータ本体(1)の前記所定の小区間は、前記ロータ本体(1)の軸方向の長さの半分よ
り設計上短い、請求項1に記載のロータ本体(1)。
【請求項３】
　前記溝(11)は、前記ロータ歯(2)の前記径方向の側壁の半分の位置で、径方向外側の壁
に配置される、請求項1または2に記載のロータ本体(1)。
【請求項４】
　前記溝(11)は、少なくとも部分的に、断面において円形の断片状のデザインのものであ
る、請求項1から3のいずれか一項に記載のロータ本体(1)。
【請求項５】
　少なくとも1つの溝区間(12、14)が直線的に延びる、請求項1から4のいずれか一項に記
載のロータ本体(1)。
【請求項６】
　ステータと、少なくとも1つのロータ本体(1)を伴うロータとを有し、
　前記ロータ本体(1)は、請求項1から5のいずれか一項に記載されるように設計される、
特にタービン発電機である、回転電気機械。

【発明の詳細な説明】
【技術分野】
【０００１】
　本発明は回転電気機械のロータのためのロータ本体に関し、このロータ本体は、周方向
に分配されるように配置された、軸方向に延びる複数のロータ歯を有し、それらの間にロ
ータのロータ巻線の導体区間を各々の場合で収容するための軸方向に延びる位置決めスロ
ットが配置されている。
【０００２】
　さらに、本発明は、ステータと少なくとも1つのロータ本体を伴うロータとを有する、
特にタービン発電機である回転電気機械に関する。
【背景技術】
【０００３】
　回転電気機械は、ステータと回転可能に搭載されたロータとを備える。ロータは、ロー
タのロータ巻線の導体区間が各々の場合で配置される軸方向の位置決めスロットを備えた
ロータ本体を有し得る。位置決めスロットに配置される導体区間は、各々の場合において
軸方向で対向して配置されたロータ本体の側において、ロータ巻線の張り出しを形成する
横断方向の導体区間を介して、ロータ本体の外側の端面で電気伝導性であるように相互に
連結される。
【０００４】
　その機械的な支持のため、ロータ巻線の張り出しは、例えばロータキャップによってな
ど、さらなるロータ構成要素によって、少なくとも部分的に包囲される。この結果として
、回転電気機械の動作中、その過程においてロータ巻線の張り出しに作用する遠心力のせ
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いで変形されるロータ巻線の張り出しの影響が、防止され得る。
【０００５】
　ロータ巻線の張り出しを冷却するために、ロータ本体のロータ歯に冷却通路を導入する
ことが知られており、その冷却通路は、ロータ本体の軸方向の面の端から始まり、最初に
軸方向に延び、次に、冷却流体を排出することができるようにするために径方向外向きに
曲がり、冷却流体は、それぞれの冷却通路において、ロータ本体から外側へと径方向に流
れる。
【発明の概要】
【発明が解決しようとする課題】
【０００６】
　回転電気機械のロータの張り出しのより効果的な冷却を提供することが、本発明の目的
である。
【課題を解決するための手段】
【０００７】
　回転電気機械のロータのための本発明によるロータ本体は、周方向に分配されるように
配置された、軸方向に延びる複数のロータ歯を備え、それらの間にロータのロータ巻線の
導体区間を各々の場合で収容するための軸方向に延びる位置決めスロットが配置され、少
なくとも1つの溝が、少なくとも1つのロータ歯の少なくとも1つの径方向の側壁に配置さ
れ、その溝は、ロータ本体の端面からロータ本体の所定の小区間にわたって少なくとも部
分的に軸方向に延びる少なくとも1つの溝区間を有し、その溝は、軸方向の溝区間に連通
するように連結されて軸方向の溝区間からロータ本体の外殻表面に向かって少なくとも部
分的に径方向に延びる少なくとも1つの径方向の溝区間を有する。
【０００８】
　本発明によれば、ロータ歯における従来の軸方向の中心にある歯の孔の代わりに、溝が
ロータ歯の径方向の端面に配置され、その溝は、溝に隣接する位置決めスロットに配置さ
れる導体区間の径方向の側壁の壁区間と共に、または溝に配置される電気絶縁体と共に、
冷却流体の案内のための冷却通路を形成する。したがって、本発明によれば、ロータ歯の
機械的な弱体化を伴い、結果としてロータ歯の可能な形状の制限、またはロータ歯に隣接
して配置される位置決めスロットの可能な形状の制限を伴う、回転電気機械の動作中に機
械的に非常に応力の掛かるロータ歯の領域へと中心において導入される従来の軸方向の歯
の孔を必要としない。ロータ歯の可能な形状の制限、またはロータ歯に隣接して配置され
る位置決めスロットの可能な形状の制限は、対応して装備されるロータの伝導性の制限を
さらに伴うことになる。さらに、ロータ歯の径方向の側面における溝の配置は、相当によ
り良いコスト効果となり、ロータ歯またはロータ本体の損傷に関する生産技術の点におい
て、危険性がより小さい。
【０００９】
　溝と、溝に隣接して配置される位置決めスロットに配置される導体区間の径方向の側壁
の区間と、によって形成される冷却通路を通して案内される冷却流体は、本発明によれば
、導体区間と、または導体区間に配置される電気絶縁体と、直接的に接触し、その結果と
して、冷却流体が専らロータ歯と直接的に接触し、したがって、隣接する導体区間を間接
的に冷却するだけである従来の軸方向の歯の孔を用いるときよりも、導体区間のより効果
的な冷却が提供される。
【００１０】
　溝、または溝と形成された冷却通路を通る冷却流体の流れが、対応して装備された回転
電気機械の動作中に、冷却通路における冷却流体に作用する遠心力によって作り出される
。また、送風機が、ロータ巻線の張り出しを冷却するために、溝を通る冷却流体の最適な
体積流量を提供するために、上流または下流に連結され得る。
【００１１】
　2つ以上の対応する溝が、ロータ歯の径方向の側壁に配置されてもよい。少なくとも1つ
の溝は、2つ以上の軸方向の溝区間および/または径方向の溝区間を有してもよい。具体的
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には、径方向に離間するように配置される2つ以上の軸方向の溝区間が、単一の径方向の
溝区間と連通するように連結されてもよい。代替で、単一の軸方向の溝区間が、軸方向に
離間するように配置される2つ以上の径方向の溝区間と連通するように連結されてもよい
。
【００１２】
　少なくとも1つの対応する溝は、各々の場合において、ロータ歯の両方の径方向の側面
に配置されてもよい。さらに、ロータ巻線の張り出しの最大の冷却を達成するために、対
応する溝を、各々の場合において、各々のロータ歯の一方または両方の径方向の側壁に配
置することができる。
【００１３】
　軸方向の溝区間は、斜めで、または丸みを介して連通するように径方向の溝区間に連結
されてもよい。後者は、溝のより小さい流れ抵抗を伴い、これは、溝または溝と共に形成
される冷却通路を通る冷却流体のより大きな体積流量を可能にし、これはさらに、ロータ
巻線の張り出しのより効果的な冷却を可能にする。
【００１４】
　回転電気機械は、例えばタービン発電機であり得る。
【００１５】
　ロータ本体の所定の小区間は、好ましくは、ロータ本体の軸方向の長さの半分より設計
上短い。この結果として、端面においてロータ本体の上流に位置付けられる巻線の張り出
しの冷却の間にすでに熱を吸収した冷却流体が、ロータ本体から排出され得る。結果とし
て、ロータ本体へと、およびロータ本体に配置される導体区間へと不利に導入される冷却
流体によって吸収される熱の影響は、防止され得る。さらに、ロータ本体の冷却およびロ
ータ本体に配置される導体区間の冷却に関して、対応して加熱された冷却流体の冷却効果
は非常に限定されており、これは、ロータ本体の軸方向の長さの半分より長いロータ本体
の小区間における溝の配置を取り除く。溝が配置されるロータ本体の所定の小区間は、設
計上、ロータ本体の軸方向の長さの3分の1、4分の1、または5分の1より短いものとするこ
とができ、またはさらに短くてもよい。
【００１６】
　溝は、好ましくはロータ歯の径方向の側壁の半分の位置で、径方向外側の壁に配置され
る。この結果として、溝へと、またはロータ本体の端面における溝と共に形成される冷却
通路へと流れる冷却流体は、導体区間に沿って案内されてもよく、その導体区間は、巻線
の張り出しを最適に冷却することができるようにするために、端面においてロータ本体の
上流に搭載される巻線の張り出しの、この径方向外側領域に配置される。溝は、ロータ歯
の側壁の径方向外側の3分の1に、またはさらに径方向で外側に、配置され得る。
【００１７】
　溝は、好ましくは少なくとも部分的に、断面において円形の断片状の設計のものである
。これは、多角形の断面の溝と比較して、溝を通ってまたは溝と共に形成される冷却通路
を通って流れる冷却流体のより少ない渦を伴い、したがって溝のより小さい流れ抵抗を伴
う。この結果として、より大きな体積流量の冷却流体が、溝を通ってまたは溝と共に形成
される冷却通路を通って流れることができ、これは、ロータ巻線の張り出しのより効果的
な冷却を可能にする。軸方向の溝区間および/または径方向の溝区間は、少なくとも部分
的に、断面において円形の断片状の設計のものであり得る。代替で、溝は、少なくとも部
分的に、半円形の設計のものであり得る、または断面において丸められた設計もしくは多
角形の設計のものであり得る。
【００１８】
　好ましくは、少なくとも1つの溝区間が直線的に延びる。この実施形態はまた、溝の流
れ抵抗の低減を伴い、この結果として、より大きな体積流量の冷却流体が、溝または溝と
共に形成される冷却通路を通って流れることができ、これは、ロータ巻線の張り出しのよ
り効果的な冷却を可能にする。軸方向の溝区間と径方向の溝区間の両方は、直線的に延び
てもよい。
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【００１９】
　特にタービン発電機である本発明による回転電気機械は、ステータと、少なくとも1つ
のロータ本体を伴うロータとを備え、ロータ本体は、前述の実施形態のうちの1つに従っ
て、または前述の実施形態の任意選択の組み合わせに従って設計される。
【００２０】
　ロータ本体に関して先に言及された利点は、回転電気機械と対応して関連付けられる。
【００２１】
　本発明によるロータ本体の好ましい実施形態が、添付の概略的な図面を参照して以下に
説明される。
【図面の簡単な説明】
【００２２】
【図１】本発明によるロータ本体についての例示の実施形態の詳細の概略的な斜視図であ
る。
【発明を実施するための形態】
【００２３】
　図1は、回転電気機械の、あまり広範囲には示されていないロータのための本発明によ
るロータ本体1についての例示の実施形態の詳細の概略的な斜視図である。
【００２４】
　ロータ本体1は、周方向に分配されるように配置された、軸方向に延びる複数のロータ
歯2を備え、ロータ歯2間には、ロータの、あまり広範囲には示されていないロータ巻線の
、複数の導体要素4によって各々の場合において形成されている導体区間5を収容するため
の、軸方向に延びる位置決めスロット3が配置されている。導体区間5は、断面で示されて
いる。導体区間は図1において右にさらに続いており、明確にする理由のためより詳細に
は示していないが、ロータの冷却される図示されていないロータ巻線の張り出しを形成し
ている。各々の導体区間5は、導体要素4間に同じく配置される電気絶縁体6によって包囲
されている。
【００２５】
　径方向における内部において、各々の位置決めスロット3はスロット基礎通路7を備え、
この通路を通じて、各々の場合において位置決めスロット3に配置される導体区間5を冷却
するために冷却流体が案内され得る。各々の位置決めスロット3は、各々の場合において
、スロット楔8によって、径方向において外側で閉じられる。各々のスロット楔8に配置さ
れているのは、それぞれの導体区間5において軸方向の冷却通路10を通して案内される冷
却流体が径方向において外側へと方向付けられ得るのに通る少なくとも1つの径方向の孔9
である。
【００２６】
　少なくとも1つの溝11が、各々のロータ歯2の各々の径方向の側壁に配置され、溝11は、
それぞれのロータ歯2の径方向の側壁の半分で、径方向外側の壁に配置される。溝11は、
ロータ本体1の端面13から、ロータ本体1の所定の小区間にわたって軸方向に延びて直線的
に延びる軸方向の溝区間12を備えている。さらに、溝11は、軸方向の溝区間12に連通する
ように連結されると共に、軸方向の溝区間12からロータ本体1の外殻表面15に向かって径
方向に延びて直線的に延びる径方向の溝区間14を備えている。ロータ本体1の所定の小区
間は、ロータ本体1の軸方向の長さの4分の1より相当に短い設計のものである。溝区間12
および14は、断面において円形の断片状の設計のものである。
【００２７】
　本発明が、好ましい例示の実施形態を用いて、詳細において完全に図示および記載され
てきたが、本発明はそれによって、開示された例によって限定されることはなく、他の変
形が、本発明の保護の範囲から逸脱することなく、当業者によって導かれ得る。
【符号の説明】
【００２８】
　　1　ロータ本体
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　　2　ロータ歯
　　3　位置決めスロット
　　4　導体要素
　　5　導体区間
　　6　電気絶縁体
　　7　スロット基礎通路
　　8　スロット楔
　　9　径方向の孔
　　10　軸方向の冷却通路
　　11　溝
　　12　軸方向の溝区間
　　13　端面
　　14　径方向の溝区間
　　15　外殻表面

【図１】
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【手続補正書】
【提出日】平成29年7月12日(2017.7.12)
【手続補正１】
【補正対象書類名】特許請求の範囲
【補正対象項目名】全文
【補正方法】変更
【補正の内容】
【特許請求の範囲】
【請求項１】
　回転電気機械のロータのためのロータ本体(1)であって、
　周方向に分配されるように配置された、軸方向に延びる複数のロータ歯(2)を有し、そ
れらの間に前記ロータのロータ巻線の導体区間(5)を各々の場合に収容するための軸方向
に延びる位置決めスロット(3)が配置され、少なくとも1つの溝(11)が、少なくとも1つの
ロータ歯(2)の少なくとも1つの径方向の側壁に配置され、前記溝は、前記ロータ本体(1)
の端面(13)から前記ロータ本体(1)の所定の小区間にわたって少なくとも部分的に軸方向
に延びる少なくとも1つの溝区間(12)を有し、且つ
　前記溝は、前記軸方向の溝区間(12)に連通するように連結されて前記軸方向の溝区間(1
2)から前記ロータ本体(1)の外殻表面(15)に向かって少なくとも部分的に径方向に延びる
少なくとも1つの径方向の溝区間(14)を有するロータ本体(1)。
【請求項２】
　前記ロータ本体(1)の前記所定の小区間は、前記ロータ本体(1)の軸方向の長さの半分よ
り設計上短い、請求項1に記載のロータ本体(1)。
【請求項３】
　前記溝(11)は、前記ロータ歯(2)の前記径方向の側壁の半分の位置で、径方向外側の壁
に配置される、請求項1または2に記載のロータ本体(1)。
【請求項４】
　前記溝(11)は、少なくとも部分的に、断面において円形の断片状のデザインのものであ
る、請求項1から3のいずれか一項に記載のロータ本体(1)。
【請求項５】
　少なくとも1つの溝区間(12、14)が直線的に延びる、請求項1から4のいずれか一項に記
載のロータ本体(1)。
【請求項６】
　ステータと、少なくとも1つのロータ本体(1)を伴うロータとを有し、
　前記ロータ本体(1)は、請求項1から5のいずれか一項に記載されるように設計されるタ
ービン発電機である、回転電気機械。
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